




氏 名  伊藤  彰 
学 位 の 種 類  修士（看護学） 
学 位 記 番 号  修士第２２５号 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第３条第１項 
学 位 授 与 年 月 日  平成３０年 ３月 ９日 
学 位 論 文 題 目  ＭＲＩ画像による非侵襲的腸管運動評価の試み 
 
審 査 委 員  主査  教授  遠藤 善裕 
 
副査  教授  立岡 弓子 
 
副査  教授  佐々木 雅也 
 
別紙様式‘3
論 文 内 容 要 旨




【目的】 ：磁気共鳴画像法(Magnetic Resonance imaging： MRI)によって腸管画像の動画を撮•像す 










用いて、腸管逝動賦活薬、腸管避動抑制薬を投与する前後のCine M R 画像を撮像し、得られた画 
像を提案法で処理して、画像化した。また、この画像を定量評価し、薬物負荷による腸管迩励の 
変化が正しく検出できているか検定した。さらに、撮像スライス面の)f•さや、スライス面の深さ 







た。 【考察】 ：自由呼吸下で撮影されたCine M R画像には、呼吸運動と腸管運動が混淆している。 
提案法はここから腸管運動を抽出することができ、薬剤負荷による腸管運動の変化を正しく評価 
することができた。また、入力画像の画質劣化に対する頑強性が示された。 [総括】 ：提案法は 
自由呼吸下で撮儀したCine M R 画像から、腸管運動のみを取り出すことができる。息止めが闲難 
な患者であっても、腸管の運動評価を行える可能性が示唆された。
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